
６2022年（令和4年）6月30日（木曜日）（第三種郵便物認可）
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東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
舛
川
誠
北
見
会
頭
）
で
は
、
５
月
に

美
幌
町
で
行
わ
れ
た
第
１
０
０
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
で
の
決
議
事
項

の
実
現
を
目
指
し
て
、

日
（
火
）
札
幌
市
内
で
要
望
活
動
を
実
施
し
、
地
域
の
懸
案

事
項
が
早
期
に
解
決
・
実
現
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
日
程
　
７
月
１
日
（
金
）

正
午

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル

第
２
２
２
回
議
員
例
会

開会にあたりあいさつする梁瀬副会頭

懸案事項の早期実現を要望する９商工会議所の会頭

プランターに花を植える女性会メンバー
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第1316号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
第
１
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
が

日
（
水
）
午
前

時

よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

委
員
の
委
嘱
状
交
付
や
今
年
度

の
事
業
活
動
な
ど
の
説
明
を
し

た
の
ち
、
北
海
道
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
宮

隆
太
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
講
師
に
研
修
会
を
行
っ
た
。

　
商
工
振
興
委
員
は
、
当
所
の

経
営
指
導
員
と
地
域
の
小
規
模

事
業
者
を
つ
な
ぐ
た
め
、
経
営

や
労
務
に
関
す
る
相
談
へ
の
対

応
、
各
種
情
報
の
提
供
な
ど
、

幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

　
冒
頭
、
梁
瀬
之
弘
副
会
頭
が

委
員
へ
日
頃
の
協
力
に
対
す
る

感
謝
を
伝
え
た
上
で
「
会
議
所

と
し
て
も
感
染
拡
大
の
抑
制
を

大
前
提
と
し
な
が
ら
経
済
活
動

の
再
開
へ
向
け
、
し
っ
か
り
と

舵
取
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
委
嘱
状
の

交
付
で
は
、
梁
瀬
副
会
頭
か
ら

中
川
隆
委
員
へ
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
地

区
・
業
種
別
に

人
が
委
嘱
さ

れ
た
。

　
議
事
で
は
今
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
、
産
業
視
察
研
修
や
会

議
所
を
普
段
利
用
し
て
い
な
い

企
業
を
対
象
と
し
た
企
業
訪
問

の
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
委
員
や
地
区
別
・
業
種

別
の
事
業
者
を
対
象
に
、
災
害

や
感
染
症
と
い
っ
た
有
事
の
際

に
事
業
を
継
続
し
会
社
や
従
業

員
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
「
事

業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
の

策
定
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。
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釧
路
商
工
会
議
所
女
性
会

（
吉
田
敦
子
会
長
）
で
は
、

日
（
日
）
に
釧
路
川
リ
バ
ー
サ

イ
ド
（
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
横
）
で

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
植
栽
事
業
〜

く
し
ろ
川
　
花
の
散
歩
道
〜
」

の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、

７
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗

植
え
を
行
い
、
Ｅ
Ｇ
Ｇ
の
河
岸

側
に
設
置
し
た
。

　
来
年
で
設
立

周
年
の
節
目

を
迎
え
る
女
性
会
は
、
地
域
に

支
え
ら
れ
て
会
社
経
営
や
女
性

会
の
活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と

へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
女
性
会

に
相
応
し
い
活
動
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
り
、
釧
路
を
代
表
す
る

景
観
で
も
あ
る
釧
路
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
に
着
目
し
、
そ
こ
に
花

を
設
置
し
て
訪
れ
た
人
々
の
心

を
癒
す
こ
と
を
目
的
に
事
業
を

構
想
し
た
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
は

防
災
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
釧
路
市
と
協
議
を
重

ね
、
今
回
第
１
弾
と
し
て
Ｅ
Ｇ

Ｇ
前
に
植
栽
す
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
当
日
は
吉
田
会
長
を
は
じ

め
、

人
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー

ら
が
参
加
し
て
、
大
小
７
つ
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
入
れ
を
行
っ

た
の
ち
、
色
鮮
や
か
な
サ
フ
ィ

ニ
ア

株
を
植
栽
し
た
。

　
吉
田
会
長
は
「
異
国
情
緒
あ

ふ
れ
る
釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド

に
来
て
、
ご
夫
婦
や
友
人
と
語

り
合
い
な
が
ら
、
花
を
見
て
癒

さ
れ
て
ほ
し
い
」
と
事
業
へ
の

想
い
を
込
め
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
研
修
会
で
は
、
新
宮
氏
よ
り

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
事
業
承

継
の
現
状
や
事
例
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
札
幌
商
工

会
議
所
が
北
海
道
経
済
産
業
局

か
ら
委
託
を
受
け
設
置
さ
れ
て

い
る
公
的
相
談
窓
口
。
道
内
８

商
工
会
議
所
内
に
あ
る
サ
テ
ラ

イ
ト
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
無
料
で
相
談
に
対
応
し
て
お

り
、
当
所
内
に
も
昨
年
度
よ
り

釧
路
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て

い
る
。

　
新
宮
氏
は
事
業
承
継
の
現
状

に
つ
い
て
、
親
族
内
承
継
が
減

少
し
、
社
内
・
社
外
の
第
３
者

へ
の
承
継
が
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
親

族
外
へ
の
承
継
が
主
流
に
な
る

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
後
継
者
不
在
率
の
高

さ
や
廃
業
予
定
の
企
業
の
約
３

割
が
後
継
者
難
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
休
廃
業
・
解
散
し

た
企
業
の
約
６
割
が
黒
字
経
営

と
い
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
事
業
承

継
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　
当
所
で
は
、
釧
路
サ
テ
ラ
イ

ト
と
し
て
秘
密
厳
守
で
相
談
に

対
応
し
て
お
り
、
釧
路
の
エ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
専
門

家
、
札
幌
の
本
部
な
ど
と
連
携

し
、
事
業
承
継
の
準
備
か
ら
実

務
に
至
る
ま
で
事
業
者
の
実
情

に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
釧
路
サ

テ
ラ
イ
ト
（
当
所
経
営
相
談
課
）

０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま

で
。

事
業
承
継
の
現
状
学
ぶ

新
宮
氏
が
説
明

　
同
協
議
会
は
、
道
東
９
つ
の

商
工
会
議
所
（
釧
路
、
帯
広
、

北
見
、
網
走
、
根
室
、
紋
別
、

遠
軽
、
美
幌
、
留
辺
蘂
）
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
共
通
す
る
地

域
課
題
の
早
期
解
決
を
実
現
す

る
た
め
、
広
域
的
視
点
に
立
っ

た
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
回
は
、
先
月
美
幌
町
で
開

催
さ
れ
た
第
１
０
０
回
連
絡
協

議
会
で
採
択
さ
れ
た
中
小
企
業

振
興
案
件
５
件
、
運
輸
観
光
案

件

件
、
地
域
振
興
案
件

件
、

特
別
提
案
案
件
８
件
の
計

件

に
及
ぶ
議
案
の
早
期
実
現
を
求

め
て
要
望
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　
要
望
活
動
に
は
、
舛
川
会
長

を
先
頭
に
、
当
所
の
栗
林
定
正

会
頭
な
ど
道
東
９
つ
の
商
工
会

議
所
の
会
頭
、
専
務
理
事
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
北
海
道
旅
客
鉄

道
㈱
、
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
北
海

道
支
社
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ｒ
路
線

の
維
持
存
続
及
び
安
全
性
確
保

と
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
、
続
い
て
訪
れ
た
経
済

産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局
で

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
感
染
対

策
の
実
行
や
支
援
金
の
拡
充
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
北
海
道

開
発
局
、
北
海
道
庁
、
陸
上
自

衛
隊
北
部
方
面
総
監
部
の
ほ

か
、
自
由
民
主
党
北
海
道
支
部

連
合
会
、
公
明
党
北
海
道
本
部
、

北
海
道
議
会
民
主
・
道
民
連
合

議
員
会
、
新
党
大
地
の
各
政
党

な
ど
を
訪
問
し
、
９
会
議
所
会

頭
連
名
の
要
望
書
を
手
渡
し
、

地
域
の
懸
案
事
項
の
解
決
を
訴

え
た
。

　
さ
ら
に
、
要
望
先
で
開
か
れ

た
懇
談
で
は
、
地
域
が
抱
え
る

問
題
、
実
情
を
訴
え
、
懸
案
事

項
解
決
の
必
要
性
や
一
層
の
支

援
と
協
力
を
求
め
た
。

　
給
与
の
支
給
人
員
が
常
時

人
未
満
で
、
「
源
泉
所
得
税
の

納
付
の
特
例
に
関
す
る
申
請

書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
、
特

例
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴
収
義

務
者
は
、
源
泉
徴
収
し
た
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
を

半
年
分
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
者
の
方

は
、
１
月
か
ら
６
月
分
の
納
付

期
限
が
７
月

日
（
月
）
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
税
務
署
で
納
付
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

７
月
か
ら

月
分
の
納
付
は
１

月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
地
域
振
興

部
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

源
泉
所
得
税（
納
期
の
特
例
）

納
付
期
限
の
お
知
ら
せ


